
エ
ッ
セ
イ
（
令
和

年

月

日
記
）

8

8
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玉
川
大
学
通
信
教
育
の
思
い
出

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

昨
日
（
令
和

年

月

8

8

25

日

）
、
神

奈

川

県

厚

木

市

の

西
勝
海
氏
か
ら
手
紙
を
い
た

だ
い
た
、
西

氏

は
筆

者

と
同

じ
、
玉
川
大
学
通
信
教
育
を

受

講

し
た
仲
間

で
、
最

近
ま

で
卒
業
し
た
者
で
作
る
同
窓
会
で
あ
る
「
芳
友
会
」
の
会
長
だ
っ
た
方
で
あ
る
。
同
封
さ
れ
た
文
書
の

タ
イ
ト
ル
は
、

通
信
教
育
。
課
程
で
培
わ
れ
た
生
涯
学
習
意
識
の
形
成

卒
業
生
が
振
り
返
る
玉
川
大
学
通
信
教
育
で
の
学
び

｜

｜

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
通
信
教
育
で
卒
業
し
た
者
は
、
昨
年
（
２
０
２
５
年
）
の
３
月
で
延

べ
１
万
人
を
越
え
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
以
下
は
西
氏
の
文
書
か
ら
離
れ
る
が
、
筆
者
の
思
い
出
に
つ

い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
は
島
根
大
学
教
育
学
部
中
学
二
年
課
程
を
終
え
て
か
ら
の
玉
川
大
学
三
年
編
入
だ
っ
た
。

１
９
６
５
年
（
昭
和

年
）
４
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
５
年
か
か
っ
て
１
９
７
０
年
３
月
に
卒
業
し
た

40

の
で
あ
っ
た
。
平
素
は
中
学
校
に
勤
務
し
な
が
ら
，
通
信
教
育
で
テ
キ
ス
ト
を
読
み
，
課
題
の
レ
ポ
ー

ト
を
書
き
、
４
単
位
の
科
目
な
ら
ば
、
４
通
の
レ
ポ
ー
ト
が
合
格
す
れ
ば
、
単
位
試
験
を
受
験
す
資
格

が
与
え
ら
れ
、
試
験
に
合
格
す
れ
ば
単
位
が
取
得
で
き
る
。
そ
れ
の
積
み
重
ね
の
後
、
卒
業
論
文
を

書
き
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
卒
業
諮
問
が
あ
り
、
卒
業
す
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
筆
者
の
卒
論
の

テ
ー
マ
は
、「
鬼
ご
っ
こ
の
研
究

祖
霊
と
子
供
と
の
関
係

」
で
あ
っ
た
。
内
容
的
に
は
民
俗
学
的

｜

｜

な
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
自
信
作
で
あ
る
。
昭
和

年
代
の
い
つ
だ
っ
た
か
。
日
教
組
島
根
県
研
究

40

大
会
で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
島
根
県
代
表
に
な
り
、
確
か
岐
阜
県
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
で
発
表
し
。

絶
賛
を
博
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
も
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

右
の
写
真
は
、
玉
川
大
学
通
信
教
育
で
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
製
本
化
し
た
背
文
字
の
部
分
で
あ

る
。
Ａ
４
変
形
判
で
４
０
０
字
詰
め
で
２
８
６
ペ
ー
ジ
に
な
る
が
、
科
目
と
し
て
は
、
経
済
学
、
教
育
原
理

第
一
部
、
日
本
教
育
史
、
西
洋
教
育
史
、
教
育
哲
学
、
哲
学
研
究
、
印
度
哲
学
史
、
中
国
哲
学
史
、

西
洋
哲
学
史
、
社
会
学
。
以
上
の
科
目
の
提
出
レ
ポ
ー
ト
の
返
済
さ
れ
た
も
の
を
，
記
念
に
製
本
し
て

お
い
た
の
で
あ
る
。
今
思
い
返
し
て
眺
め
て
も
懐
か
し
い
。

筆
者
の
玉
川
大
学
で
の
学
習
は
、
通
学
生
で
は
な
く
、
通
信
教
育
生
で
あ
る
、
し
か
し
、
夏
休
み
の

期
間
に
は
ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
あ
り
，
町
田
市
に
あ
る
玉
川
大
学
で
学
ぶ
こ
と
も
出
来
る
。
筆
者
は
２
回
ば

か
り
，
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
参
加
し
た
が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
が
い
て
、
和
気
藹
々
で
，
学
習

成
果
が
挙
が
っ
た
。
寄
宿
舎
や
民
家
に
下
宿
し
な
が
ら
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
励
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。

西
勝
海
氏
の
原
稿
に
は
、
筆
者
に
つ
い
て
も
細
か
く
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
恐
縮
す
る
ば
か

り
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
玉
川
大
学
通
信
教
育
を
思
い
出
し
、

年
前
の
若
か
っ
た
自
身
を
回
想
す
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。
現
在

歳
の
筆
者
で
あ
る
が
、
生
涯
現
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役
で
精
進
し
よ
う
と
改
め
て
決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
玉
川
大
学
学
友
会
島
根
支
部
長
）


